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５
月
1日
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集
  広
報
委
員
会

 印
刷
   岡
沢
印
刷

編

集

後

記

　
議
会
だ
よ
り
編
集
後
記

本会議等の
録画映像な
どは市議会
のＨＰで公開
しています。

　
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
あ
た
り
、
心
掛

け
て
い
る
事
。
そ
れ
は
い
か
に
し
て
、
１

人
で
も
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
か
で
す
。
先
進
地
視
察
や
研

修
会
に
参
加
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
広
報
委
員
が
一
体
と
な
っ
て
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
前
回
か
ら
の
取
り
組
み

と
し
て
、
市
議
会
だ
よ
り
の
題
字
を
市
内

の
高
校
生
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
表
紙
の
写
真
も
で
き
る
だ
け
、
市
民

の
方
に
モ
デ
ル
と
な
っ
て
も
ら
い
紹
介
で

き
た
ら
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
、
議
会
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を

中
心
に
内
容
も
伝
え
る
の
で
は
な
く
「
伝

わ
る
」
を
心
掛
け
編
集
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
と
し
て
議
会
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
の
で
今
後
は
、
市
民
の
皆
様

か
ら
、
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
感
想
等
を

聞
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
や
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　 

西
條
　
隆
洋

　２月８日（木）本匠中学校の皆さんによる第２回佐伯市未来議会を開催しま
した。甲斐唯人さん（中学２年生）が議長を務め、７名の未来議員（１年～３
年の中学生）による質問に対し、田中利明市長が答弁を行いました。４名の本
匠小学校の児童も参加し、一般質問を見学しました。ありがとうございました。

  6月定例会  は６月４日（火）～６月26日（水）まで開催予定です
  一般質問  は６月13日、14日、17日、18日の４日間の予定です

本匠中学校 第２回佐伯市未来議会を開催

　佐伯鶴城高等学校
書道部は２年生５
名、３年生５名の計
10名で活動中です。
　４月は新入生の勧
誘に向けパフォーマ
ンスの練習の真っ最
中です。
　パフォーマンスは

校内に限らず、写真にあるように地域のイベントでも、
依頼をうけ実施しています。
　どこかで見かけたら応援よろしくお願いします。

表紙の題字の作成者

３月定例会は２月20日から３月13日までの
23日間の会期で開催されました。

写真提供：菊姫行列実行委員会題字は佐伯鶴城高校書道部の玉野井朱里さんと柴田弥季さんの作品です。

おつかれさま
でした

佐伯鶴城高校書道部

佐伯藩弁財天様参り

菊姫行列



　
令
和
6
年
度
佐
伯
市
一
般
会
計
予
算
は
、

総
額
４
３
５
億
円
で
、
対
前
年
度
比
で
9
億

３
０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　「
さ
い
き
７
つ
の
創
生
」
を
政
策

の
柱
と
し
つ
つ
、
経
済
・
社
会
・
環

境
の
三
側
面
が
調
和
し
た
取
り
組
み

（
佐
伯
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
や
現
在
の
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
た
「
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
（
連
携
・
共
有
）、
デ
ジ
タ
ル
（
Ｄ

Ｘ
）、
グ
リ
ー
ン
（
脱
炭
素
・
低
炭

素
社
会
）」
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

予
算
編
成
を
す
る
こ
と
で
、「
さ
い

き
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
（
人
と
自

然
が
共
生
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
）」

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

主
な
総
括
質
疑

 

質 

疑
　
　教
育
行
政
に
つ
い
て
、

ク
ラ
ブ
の
地
域
移
行
に
関
し
て
の
地

域
支
援
な
ど
ど
の
よ
う
に
予
算
を
つ

け
て
い
く
考
え
が
あ
る
の
か
。

 

答 

弁
　
　基
本
的
に
は
土
日
祝
の

部
活
動
を
地
域
に
移
行
す
る
方
針
が

出
て
お
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
進
め
て
い
る
。

地
域
支
援
に
つ
い
て
は
地
域
の
方
あ
る
い
は

地
域
の
団
体
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
は
国
、
県
の
補
助
等
も
視
野
に
入

れ
、
完
全
な
部
活
動
の
地
域
移
行
が
ど
う
い

う
形
で
で
き
る
の
か
を
見
据
え
な
が
ら
、
予

算
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 

質 

疑
　
　ふ
る
さ
と
納
税
の
方
向
性
は
。

 

答 

弁
　　
現
在
佐
伯
市
の
強
み
は
産
品
が

多
い
こ
と
。
そ
し
て
顧
客
の
数
が
減
っ
て
い

な
い
の
は
非
常
に
優
秀
な
状
況
で
あ
る
。

　
い
き
な
り
ボ
ン
と
増
え
て
い
く
の
で
は
な

く
、
じ
わ
じ
わ
と
力
を
つ
け
て
い
く
の
も
一

つ
の
戦
略
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
10
億
か

ら
15
億
、
そ
し
て
20
億
と
だ
ん
だ
ん
と
力
つ

け
て
這
い
上
が
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
気
力
を

持
っ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
を
増
や
し
、
力
を

つ
け
て
、
佐
伯
市
の
福
祉
、
子
育
て
、
人
口
減

少
対
策
、
い
ろ
ん
な
面
で
財
源
を
増
や
し
な
が

ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

附 

帯 

決 

議 

案 

を 

可 

決

　
一
委
員
か
ら
議
案
第
1
号
令
和
6
年
度
佐

伯
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議
案

が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
帯
決
議
案
の
要
旨
】
　令
和
６
年
度
補
助

金
等
を
交
付
し
て
い
る
事
業
は
３
１
８
事
業

に
の
ぼ
る
。
補
助
金
等
を
交
付
す
る
根
拠
と

し
て
、
佐
伯
市
補
助
金
等
交
付
規
則
に
基
づ

き
交
付
し
て
い
る
事
業
は
１
６
１
事
業
で
あ

る
こ
と
、
事
業
ご
と
の
要
綱
等
に
基
づ
き
交

付
し
て
い
る
事
業
は
１
５
７
事
業
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
補
助
事
業

者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
く
審
査
の
過
程
で

も
、
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
補
助
金
等
の

額
の
算
出
の
基
礎
が
不
明
な
こ
と
、
合
併
協

議
会
で
の
決
定
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る

例
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
佐
伯
市
議
会
と
し
て
、
以
下
の
点
を
要
望

す
る
。

①
　令
和
6
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
事
業

を
執
行
す
る
前
に
補
助
金
等
の
交
付
根

拠
と
な
る
要
綱
等
を
至
急
定
め
る
こ

と
。

②
　交
付
要
件
等
に
つ
い
て
は
不
断
の
見
直

し
を
行
い
、
補
助
金
等
の
交
付
事
業
の

適
正
化
を
図
る
こ
と
。

　
　
以
上
、
附
帯
決
議
す
る
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
　
　
億
円

435

「
さ
い
き
７
つ
の
創
生
」

１

主
な
事
業

前年度比　9億３,０００万円令和６年度
当初予算を可決

但し
附帯決議案を提出減

佐伯市地球温暖化対策実行計画策定事業
消防通信システム共同整備事業

豊かな自然環境と
　安全・安心な生活環境の創生

1,199 万円
3億 5,837 万円

国際交流・多文化共生推進事業
韓国交流推進事業

人が交流し、
　　活力あふれるまちの創生
人が交流し、
　　活力あふれるまちの創生

1,792 万円
70万円

小規模集落等支援事業
佐伯創生推進総合対策事業

地域が輝くまちの創生地域が輝くまちの創生
3,200 万円
9,700 万円

佐伯市制施行 20周年記念事業
キャッシュレス決済活用推進事業

その他その他
332 万円
502万円

有機の輪づくり推進事業
自転車活用推進事業
地域コミュニティ推進事業
地場産品活用推進事業
林業・木材産業構造改革事業

「佐伯版 SDGｓ」の主な取組「佐伯版 SDGｓ」の主な取組
1,538 万円
1,193 万円
498万円
999万円

8億 8,402 万円

学校給食費保護者負担軽減事業
（物価高騰対応）
表現教育を通じた
人間力育成支援事業

人が学び、人が活き、人が育つ
　　　　　　　　教育の創生
人が学び、人が活き、人が育つ
　　　　　　　　教育の創生

5,233 万円

138万円

佐伯ブランド推進事業
海面漁業燃油高騰対策事業
（物価高騰対応）

地域資源をいかした
　　　　　産業と観光の創生
地域資源をいかした
　　　　　産業と観光の創生

1,625 万円
1億 135万円

コミュニティバス運行事業
葛港賑わい施設整備事業

暮らしと産業を支える
　　　　　　生活基盤の創生

2 億 8,315 万円
1,012 万円

さいきっ子医療助成事業
私立保育所等運営事業
妊産婦健康診査事業

健康で安心して暮らせる
　　　　　　共生社会の創生
健康で安心して暮らせる
　　　　　　共生社会の創生

2 億 1,756 万円
1６億 7,384 万円

3,259 万円

２
３

４

５
６
７

議会用語

区　分 令和 6年度 当初予算額 増減率
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災害復旧費
公 債 費
予 備 費
合 計

 2 8 2 , 5 6 5  △2 . 3
 6 , 2 3 9 , 2 5 8  4 . 9
 1 3 , 8 3 9 , 9 7 1  0 . 4
 3 , 3 4 8 , 0 3 5  △9 . 2
 1 5 , 6 8 6  △0 . 3
 3 , 4 0 6 , 0 9 5  △27 . 8
 1 , 1 8 5 , 7 1 6  △4 . 4
 3 , 7 0 0 , 8 0 7  1 3 . 5
 1 , 9 6 4 , 5 2 3  5 . 4
 2 , 9 5 7 , 5 9 5  △2 . 0
 3 1 6 , 6 0 0  2 4 9 . 1
 6 , 1 4 3 , 1 4 9  △4 . 2
 1 0 0 , 0 0 0  0 . 0
 4 3 , 5 0 0 , 0 0 0  △2 . 1

【目的別内訳】　　　　　　　　　 （単位：千円・％）

本会議又は委員会において可決された案件に対し、事業を執行する上での
要望や留意事項を述べるために提出されるものです。

附帯決議

歳入の構成比（自主財源・依存財源別）

歳出の構成比（目的別内訳）

衛生費 7.7%
労働費 0.1%

農林水産業費 7.8%
商工費 2.7%

土木費 8.5%

消防費 4.5%

教育費 6.8%

災害復旧費 0.7%

予備費 0.2%
議会費 0.7%

総務費
14.4%

公債費
14.1%

民生費
31.8%

市税 18%

その他 6%

地方交付税 36%

繰入金 7%

国庫支出金
12%

県支出金
10%

市債 6%
その他 5%

自主
財源
31%依存

財源
69%
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る

例
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
佐
伯
市
議
会
と
し
て
、
以
下
の
点
を
要
望

す
る
。

①
　令
和
6
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
事
業

を
執
行
す
る
前
に
補
助
金
等
の
交
付
根

拠
と
な
る
要
綱
等
を
至
急
定
め
る
こ

と
。

②
　交
付
要
件
等
に
つ
い
て
は
不
断
の
見
直

し
を
行
い
、
補
助
金
等
の
交
付
事
業
の

適
正
化
を
図
る
こ
と
。

　
　
以
上
、
附
帯
決
議
す
る
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
　
　
億
円

435

「
さ
い
き
７
つ
の
創
生
」

１

主
な
事
業

前年度比　9億３,０００万円令和６年度
当初予算を可決

但し
附帯決議案を提出減

佐伯市地球温暖化対策実行計画策定事業
消防通信システム共同整備事業

豊かな自然環境と
　安全・安心な生活環境の創生

1,199 万円
3億 5,837 万円

国際交流・多文化共生推進事業
韓国交流推進事業

人が交流し、
　　活力あふれるまちの創生
人が交流し、
　　活力あふれるまちの創生

1,792 万円
70万円

小規模集落等支援事業
佐伯創生推進総合対策事業

地域が輝くまちの創生地域が輝くまちの創生
3,200 万円
9,700 万円

佐伯市制施行 20周年記念事業
キャッシュレス決済活用推進事業

その他その他
332 万円
502万円

有機の輪づくり推進事業
自転車活用推進事業
地域コミュニティ推進事業
地場産品活用推進事業
林業・木材産業構造改革事業

「佐伯版 SDGｓ」の主な取組「佐伯版 SDGｓ」の主な取組
1,538 万円
1,193 万円
498万円
999万円

8億 8,402 万円

学校給食費保護者負担軽減事業
（物価高騰対応）
表現教育を通じた
人間力育成支援事業

人が学び、人が活き、人が育つ
　　　　　　　　教育の創生
人が学び、人が活き、人が育つ
　　　　　　　　教育の創生

5,233 万円

138万円

佐伯ブランド推進事業
海面漁業燃油高騰対策事業
（物価高騰対応）

地域資源をいかした
　　　　　産業と観光の創生
地域資源をいかした
　　　　　産業と観光の創生

1,625 万円
1億 135万円

コミュニティバス運行事業
葛港賑わい施設整備事業

暮らしと産業を支える
　　　　　　生活基盤の創生

2 億 8,315 万円
1,012 万円

さいきっ子医療助成事業
私立保育所等運営事業
妊産婦健康診査事業

健康で安心して暮らせる
　　　　　　共生社会の創生
健康で安心して暮らせる
　　　　　　共生社会の創生

2 億 1,756 万円
1６億 7,384 万円

3,259 万円

２
３

４

５
６
７

議会用語

区　分 令和 6年度 当初予算額 増減率
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災害復旧費
公 債 費
予 備 費
合 計

 2 8 2 , 5 6 5  △2 . 3
 6 , 2 3 9 , 2 5 8  4 . 9
 1 3 , 8 3 9 , 9 7 1  0 . 4
 3 , 3 4 8 , 0 3 5  △9 . 2
 1 5 , 6 8 6  △0 . 3
 3 , 4 0 6 , 0 9 5  △27 . 8
 1 , 1 8 5 , 7 1 6  △4 . 4
 3 , 7 0 0 , 8 0 7  1 3 . 5
 1 , 9 6 4 , 5 2 3  5 . 4
 2 , 9 5 7 , 5 9 5  △2 . 0
 3 1 6 , 6 0 0  2 4 9 . 1
 6 , 1 4 3 , 1 4 9  △4 . 2
 1 0 0 , 0 0 0  0 . 0
 4 3 , 5 0 0 , 0 0 0  △2 . 1

【目的別内訳】　　　　　　　　　 （単位：千円・％）

本会議又は委員会において可決された案件に対し、事業を執行する上での
要望や留意事項を述べるために提出されるものです。

附帯決議

歳入の構成比（自主財源・依存財源別）

歳出の構成比（目的別内訳）

衛生費 7.7%
労働費 0.1%

農林水産業費 7.8%
商工費 2.7%

土木費 8.5%

消防費 4.5%

教育費 6.8%

災害復旧費 0.7%

予備費 0.2%
議会費 0.7%

総務費
14.4%

公債費
14.1%

民生費
31.8%

市税 18%

その他 6%

地方交付税 36%

繰入金 7%

国庫支出金
12%

県支出金
10%

市債 6%
その他 5%

自主
財源
31%依存

財源
69%
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反
対論
討

件　　名

会　　派
議員氏名

議
決
結
果

反
　
対
（
●
）

賛
　
成
（
○
）

〔 議員の表決態度の公表 〕 ※賛否が分かれた議案等について掲載しています。
※議長（吉良栄三）は、通常の過半数議決には表決権がありません。

佐伯市職員の給与に関する
条例の一部改正について

佐伯市介護保険条例の
一部改正について

令和６年度佐伯市後期高
齢者医療特別会計予算

令和６年度佐伯市介護保
険特別会計予算

議案第１号、令和６年度
佐伯市一般会計予算に
対する附帯決議

19 3:原 案
可 決

21 1:

21 1:

21 1:

21 1:

原 案
可 決

原 案
可 決

原 案
可 決

原 案
可 決

議 
長●○●●○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○

議 

長○●○○○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○

議 

長○○○○○○●○○○○欠○○○○○○○○○○○

議 

長○●○○○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○

議 

長○●○○○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○

至 誠 会 志高会さいき会 彗星会 新生会 公明党 無会派佐伯を
元気に
する会

吉

良

栄

三

西

條

隆

洋

髙

司

政

文

井

上

清

三

山
野
内
　
眞
　
人

後

藤

勇

人

浅
　
利
　
美
知
子

上
　
田
　
　
　
徹

御
手
洗
　
秀
　
光

福

嶋

勝

彦

坪

根

大

吉

森
　
　
　
三
千
年

本

田

房

代

戸

髙

秀

世

本

杉

貴

志

河

野

　

豊

冨

松

万

平

大

野

達

也

塩

月

健

治

大

﨑

栄

治

梶

川

善

寛

廣
津
留
　
龍
　
二

染

矢

和

陽

髙

橋

圭

一

山野内眞人議員
現在の振興局長に課された責務は大きく、今
回の振興局長の給与と位置づけを引き下げる
取り扱いは妥当ではない。

大野達也議員
九州の同規模自治体の多くは７級制を採用し
ている。振興局長は部長と同列ではない職務
の整理があり、管理職手当も７級の次長と同
額に据え置かれ、理解ある処遇である。 　

令和５年度補正予算も可決！
　今回の一般会計補正予算の合計は、13億5,376万円増額し、補正後の予算総額は499億7,292万
円となりました。
　主なものは、事業費の確定に伴う調整によるものですが、国直轄の港湾改修事業に係る負担金事
業や、令和6年度の税制改正により実施することとなった定額減税において、減税しきれないと見込
まれる世帯に対し、その不足分を補足給付する事業、また、電力・ガス・食料品等の価格高騰によ
る負担増を踏まえ、低所得者支援交付金を支給する事業（どちらも国の物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金を充当）の予算を計上したものです。

佐
伯
市
職
員
の
給
与
表
を
改
正

　
現
行
の
８
級
制
を
廃
止
し
、
７
級
制
に

移
行
し
ま
す
。

　
２
月
20
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
23
日

間
で
開
催
さ
れ
、
予
算
議
案
（
当
初
・
補

正
）
23
件
、
予
算
外
議
案
41
件
、
諮
問
７

件
、
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、
委
員
会
提
出

議
案
１
件
、
附
帯
決
議
案
１
件
が
提
出
さ

れ
、
全
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、

異
議
の
な
い
旨
答
申
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
条
例
を
改
正

　
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
に

お
け
る
介
護
保
険
の
保
険
料
基
準
額
を
設

定
し
、
所
得
段
階
区
分
と
保
険
料
率
を
変

更
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

附
帯
決
議
案（
詳
細
は
Ｐ
2
に
掲
載
）

こ
ん
な
こ
と
を
審
議
し
ま
し
た

３
月
定
例
会
の
概
要

賛
成論
討

採決の結果、原案のとおり可決しました。

反
対論
討 髙司政文議員

保険料の引き上げは被保険者の負担増に繋
がる。被保険者間の対立を助長するような
策であり、負担の強化は必要だが、本来は
国庫負担が筋ではないかと考える。

浅利美知子議員
この制度は、介護や支援が必要な人を社会
全体で支えることを目的としている。介護
に係る社会保障の充実に活用されること
で、保険者、被保険者にも配慮されている。

賛
成論
討

採決の結果、原案のとおり可決しました。

反
対論
討 髙司政文議員

保険料が上がり、被保険者の負担が大幅
に増える予算が組まれている。高齢者は
物価高騰に加え、さらなる保険料の引き
上げは大きな負担である。

反
対論
討 上田徹議員

318 事業にも上る各
種の補助金の交付に
関して、副市長は補
助金の交付要綱の見
直しを全庁的に指示
すると答弁しており、
わざわざ附帯決議を
付けることには疑問
が残る。

坪根大吉議員
保険料率と賦課限度額について、上昇の
傾向であるが、軽減措置など受けやすく
なる。世代間の負担の公平さを維持し、
財政運営を安定的に維持している。

賛
成論
討

採決の結果、原案のとおり可決しました。
採決の結果、原案のとおり
可決しました。

保険料基準額と区分の変更
保 険 料
基 準 額

所得段階
区分

６６,６００円

６９,６００円

９段階

13段階

変
更
前

変
更
後

２９年ぶり　議員報酬引き上げ

　令和５年８月３日、議会改革調査特別委員会の調査結果を踏まえ、適正な議員報酬について審議して
いただくため、議長から市長に対し「佐伯市議員報酬及び特別職給料審議会」の開催を要請しました。
　市長が審議会を開催し、議員報酬の額について諮問した結果、議員定数の削減等を考慮し議員報酬
を引き上げる旨の答申が出されたため、３月定例会において議員報酬に関する条例改正案を提出し、可
決しました。

改定後の議員報酬の額（令和７年の次回改選後から）

４３４,０００ ４４７,０００ １３,０００

３９１,０００ ４０５,０００ １４,０００

３６８,０００ ３８７,０００ １９,０００

円

円

円

円

円

円

円

円

円

平成17年３月合併前は定数124人

平成17年３月合併後は定数44人

平成21年４月から定数30人に削減

平成25年４月から定数26人に削減

平成29年４月から定数25人に削減

令和７年４月から定数22人に削減

これまでの議員定数の推移

現 行 改 定 後 引 上 額

議
　長

議
　員

副 

議 

長
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反
対論
討

件　　名

会　　派
議員氏名

議
決
結
果

反
　
対
（
●
）

賛
　
成
（
○
）

〔 議員の表決態度の公表 〕 ※賛否が分かれた議案等について掲載しています。
※議長（吉良栄三）は、通常の過半数議決には表決権がありません。

佐伯市職員の給与に関する
条例の一部改正について

佐伯市介護保険条例の
一部改正について

令和６年度佐伯市後期高
齢者医療特別会計予算

令和６年度佐伯市介護保
険特別会計予算

議案第１号、令和６年度
佐伯市一般会計予算に
対する附帯決議

19 3:原 案
可 決

21 1:

21 1:

21 1:

21 1:

原 案
可 決

原 案
可 決

原 案
可 決

原 案
可 決

議 

長●○●●○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○

議 

長○●○○○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○

議 

長○○○○○○●○○○○欠○○○○○○○○○○○

議 

長○●○○○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○

議 

長○●○○○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○

至 誠 会 志高会さいき会 彗星会 新生会 公明党 無会派佐伯を
元気に
する会

吉

良

栄

三

西

條

隆

洋

髙

司

政

文

井

上

清

三

山
野
内
　
眞
　
人

後

藤

勇

人

浅
　
利
　
美
知
子

上
　
田
　
　
　
徹

御
手
洗
　
秀
　
光

福

嶋

勝

彦

坪

根

大

吉

森
　
　
　
三
千
年

本

田

房

代

戸

髙

秀

世

本

杉

貴

志

河

野

　

豊

冨

松

万

平

大

野

達

也

塩

月

健

治

大

﨑

栄

治

梶

川

善

寛

廣
津
留
　
龍
　
二

染

矢

和

陽

髙

橋

圭

一

山野内眞人議員
現在の振興局長に課された責務は大きく、今
回の振興局長の給与と位置づけを引き下げる
取り扱いは妥当ではない。

大野達也議員
九州の同規模自治体の多くは７級制を採用し
ている。振興局長は部長と同列ではない職務
の整理があり、管理職手当も７級の次長と同
額に据え置かれ、理解ある処遇である。 　

令和５年度補正予算も可決！
　今回の一般会計補正予算の合計は、13億5,376万円増額し、補正後の予算総額は499億7,292万
円となりました。
　主なものは、事業費の確定に伴う調整によるものですが、国直轄の港湾改修事業に係る負担金事
業や、令和6年度の税制改正により実施することとなった定額減税において、減税しきれないと見込
まれる世帯に対し、その不足分を補足給付する事業、また、電力・ガス・食料品等の価格高騰によ
る負担増を踏まえ、低所得者支援交付金を支給する事業（どちらも国の物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金を充当）の予算を計上したものです。

佐
伯
市
職
員
の
給
与
表
を
改
正

　
現
行
の
８
級
制
を
廃
止
し
、
７
級
制
に

移
行
し
ま
す
。

　
２
月
20
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
23
日

間
で
開
催
さ
れ
、
予
算
議
案
（
当
初
・
補

正
）
23
件
、
予
算
外
議
案
41
件
、
諮
問
７

件
、
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、
委
員
会
提
出

議
案
１
件
、
附
帯
決
議
案
１
件
が
提
出
さ

れ
、
全
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、

異
議
の
な
い
旨
答
申
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
条
例
を
改
正

　
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
に

お
け
る
介
護
保
険
の
保
険
料
基
準
額
を
設

定
し
、
所
得
段
階
区
分
と
保
険
料
率
を
変

更
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

附
帯
決
議
案（
詳
細
は
Ｐ
2
に
掲
載
）

こ
ん
な
こ
と
を
審
議
し
ま
し
た

３
月
定
例
会
の
概
要

賛
成論
討

採決の結果、原案のとおり可決しました。

反
対論
討 髙司政文議員

保険料の引き上げは被保険者の負担増に繋
がる。被保険者間の対立を助長するような
策であり、負担の強化は必要だが、本来は
国庫負担が筋ではないかと考える。

浅利美知子議員
この制度は、介護や支援が必要な人を社会
全体で支えることを目的としている。介護
に係る社会保障の充実に活用されること
で、保険者、被保険者にも配慮されている。

賛
成論
討

採決の結果、原案のとおり可決しました。

反
対論
討 髙司政文議員

保険料が上がり、被保険者の負担が大幅
に増える予算が組まれている。高齢者は
物価高騰に加え、さらなる保険料の引き
上げは大きな負担である。

反
対論
討 上田徹議員

318 事業にも上る各
種の補助金の交付に
関して、副市長は補
助金の交付要綱の見
直しを全庁的に指示
すると答弁しており、
わざわざ附帯決議を
付けることには疑問
が残る。

坪根大吉議員
保険料率と賦課限度額について、上昇の
傾向であるが、軽減措置など受けやすく
なる。世代間の負担の公平さを維持し、
財政運営を安定的に維持している。

賛
成論
討

採決の結果、原案のとおり可決しました。
採決の結果、原案のとおり
可決しました。

保険料基準額と区分の変更
保 険 料
基 準 額

所得段階
区分

６６,６００円

６９,６００円

９段階

13段階

変
更
前

変
更
後

２９年ぶり　議員報酬引き上げ

　令和５年８月３日、議会改革調査特別委員会の調査結果を踏まえ、適正な議員報酬について審議して
いただくため、議長から市長に対し「佐伯市議員報酬及び特別職給料審議会」の開催を要請しました。
　市長が審議会を開催し、議員報酬の額について諮問した結果、議員定数の削減等を考慮し議員報酬
を引き上げる旨の答申が出されたため、３月定例会において議員報酬に関する条例改正案を提出し、可
決しました。

改定後の議員報酬の額（令和７年の次回改選後から）

４３４,０００ ４４７,０００ １３,０００

３９１,０００ ４０５,０００ １４,０００

３６８,０００ ３８７,０００ １９,０００

円

円

円

円

円

円

円

円

円

平成17年３月合併前は定数124人

平成17年３月合併後は定数44人

平成21年４月から定数30人に削減

平成25年４月から定数26人に削減

平成29年４月から定数25人に削減

令和７年４月から定数22人に削減

これまでの議員定数の推移

現 行 改 定 後 引 上 額

議
　長

議
　員

副 

議 

長
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

予
算
外
議
案
12
件

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
す

令
和
７
年
10
月
日
本
語
学
校
開
校
へ

旧
佐
伯
税
務
署
を
無
償
貸
付
け

●
貸
付
け
相
手
方

　
株
式
会
社
京
都
民
際

●
無
償
貸
付
け
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で

　
株
式
会
社
京
都
民
際
は
、
平
成
13
年
に
京
都
で

日
本
語
学
校
を
開
校
し
、
20
年
以
上
の
実
績
を
持

ち
、
東
南
ア
ジ
ア

を
主
と
し
た
多
国

籍
の
留
学
生
を
受

け
入
れ
て
い
る
特

色
豊
か
な
日
本
語

学
校
で
す
。

　
令
和
７
年
10
月

開
校
を
予
定
し
て

お
り
、
将
来
的
に

は
２
０
０
人
を
超

え
る
受
け
入
れ
体

制
を
め
ざ
し
て
い

る
。

総
務
常
任
委
員
会

予
算
外
議
案
17
件
及
び
専
決
処
分
の
報
告

１
件
は
全
て
可
決・承
認
す
べ
き
も
の
と
決
す

消
防
団
員
の
報
酬
等
の
見
直
し

　
総
務
常
任
委
員
会
で
も
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
る
消
防
団
員
の
処
遇
に
つ
い
て
、
報
酬
の

見
直
し
が
行
わ
れ
た
。今
回
は
基
本
消
防
団
員

（
副
分
団
長・部
長・班
長・団
員
）の
年
額
報
酬
及

び
出
動
報
酬
を
表
の
と
お
り
に
改
正
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

予
算
外
議
案
10
件

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
す

年額報酬の改正
階 級
副 分 団 長
部 長
班 長
団 員

改正前（年額）
３６，２００円
３１，１００円
２６，０００円
２３，０００円

改正後（年額）
４５，５００円
４２，０００円
３７，０００円
３６，５００円

区 分

平 日

土 曜 日

長期休暇期間

改正前

放課後～
17時30分

８時30分～
12時

８時30分～
17時30分

改正後

放課後～
18時

８時～　
18時

８時～　
18時

出動報酬の改正
区 分
災 害 出 動
警戒・捜索等
訓 練 等

改正前（１回につき）
３，５００円

（8時間超７，０００円）
３，０００円

改正後（１回につき）
４，０００円

（4時間超８，０００円）
２，５００円

代表・
一般質問
代表質問 2月27日
一般質問 2月28日、29日、3月1日

※代表・一般質問の掲載について
　代表・一般質問の記事は、議員の
責任において、本人が質問・答弁の
原稿を作成しています。その内容に
相違がないときは原則として原文の
まま掲載しています。
　なお、代表・一般質問の掲載順序
は紙面の都合上、質問順とは異なり
ます。

※各議員の一般質問は二次元
コードからご覧になれます。

質  問  者 質　問　の　要　旨
・行財政について
・防災・減災対策の強化について
・誰もが安心して暮らせる社会について
・健康と医療について
・佐伯市行政経営推進プランについて
・国際交流について
・市職員の人財育成について
・介護を取り巻く環境について
・合併時の「新市の道路整備構想」について
・内部統制について
・市営第２駐車場跡地について
・都市計画道路　広小路下城線について
・市長の施政方針について

・これからの佐伯市の水産業について
・公共建築物の木材利用と景観について
・関係人口との関わりしろについて
・AIとIoTによるスマート獣害対策について
・運転免許自主返納に対する支援について
・市職員の挨拶について
・鳥獣被害対策のモデル地区設置について
・生活保護の医療扶助のオンライン資格確認について
・水源地の確保による断水対策について
・介護保険の訪問介護報酬引き下げについて
・人口減少対策について
・多文化共生社会について
・鶴見・大島の環境整備について
・コミュニティバスの利用促進策について
・コロナ禍におけるプレ券事業について
・飲食店の事業承継支援について
・さいき応援大使について
・介護予防サポーターについて
・子ども食堂について
・小中学校授業の短縮について
・不登校特例校について
・消防行政について
・「心のサポーター」養成事業の導入について
・能登半島地震に対する支援と教訓について
・市職員の退職状況と今後の課題について
・養殖業者への支援について
・佐伯市公設水産地方卸売市場（鶴見市場）について
・外国人労働者について
・災害時の初動と佐伯市業務継続計画（BCP）について
・大災害への備えについて
・さいきオーガニックシティの取組について
・第１次佐伯市有機農業推進計画における成果について
・第２次佐伯市有機農業推進計画について
・災害に備えた取組について
・佐伯市公設水産地方卸売市場について
・地域おこし協力隊による第１次産業への関わりについて
・農道及び林道等の管理について
・上浦地域の活性化について
・米水津地域の活性化について
・鶴見地域の活性化について
・興人送水管問題について

公明党
浅利美知子

新生会
上田　　徹

佐伯を元気にする会
井上　清三

至誠会
髙橋　圭一

さいき会 冨松 万平

志高会 森 三千年

大野　達也

本杉　貴志

髙司　政文

西條　隆洋

戸髙　秀世

大﨑　栄治

後藤　勇人

御手洗秀光

塩月　健治

梶川　善寛

坪根　大吉

本田　房代

廣津留龍二

山野内眞人 ▲ 旧佐伯税務署（佐伯市蟹田）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
開
所
時
間
を
拡
大

　
保
護
者
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
開
所
時
間
に
つ

い
て
各
ク
ラ
ブ
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
開
所
時

間
を
変
更
す
る
。

●
施
行
日

　
令
和
７
年
４
月
１
日

※長期休暇とは、春・夏・冬休み
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４
月
１
日

※長期休暇とは、春・夏・冬休み

	

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
包
括
的
支
援
を
円
滑
に
実

施
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。「
佐
伯
市
な
ら
で

は
」
の
包
括
的
相
談
支
援
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

	

　
従
来
か
ら
設
置
し
て
い
る
相
談
窓
口
に
平
行
し

て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
ふ
く
し
の
総
合
相

談
窓
口
」
を
４
月
か
ら
本
庁
舎
２
階
に
設
置
し
、

包
括
的
支
援
を
進
め
て
い
く
。

	

　
高
齢
者
に
よ
る
孤
立
・
孤
独
は
深
刻
で
あ
る
。

市
の
実
態
と
対
策
を
問
う
。

	

　
令
和
２
年
国
勢
調
査
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
世
帯
は
18
・
４
％
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
は

34
・
３
％
で
増
加
し
て
い
る
。
解
消
す
る
に
は
地

域
的
交
流
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
さ
い
き
の
茶

の
間
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
の
充
実
を
図
る
。

	

　
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
高
齢
者
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
で
社
会
貢
献
し
た
い
等
、
希
望
に
応

じ
た
活
動
の
場
所
や
機
会
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
体

制
が
で
き
な
い
か
。

	

　
活
躍
の
場
な
ど
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
や
特

技
等
と
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
り
組
み
を

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

問答問答問答

公
明
党
　
浅
利
　
美
知
子

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
共
生
社
会
の

構
築
を
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地
区
集
会
所
の
地
区
譲
渡
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

	

　
86
施
設
の
う
ち
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
21
の
地

区
譲
渡
が
完
了
し
て
い
る
。

	

　
残
る
地
区
集
会
所
に
つ
い
て
は
今
後
ど
う
し
て

い
く
の
か
。

	

　
令
和
９
年
度
ま
で
に
用
途
廃
止
を
基
本
方
針
と

し
て
所
管
の
各
課
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

	

　
な
か
な
か
進
ま
な
い
Ｂ
＆
Ｇ
関
連
の
施
設
に
つ

い
て
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

	

　
一
定
の
利
用
者
が
あ
る
中
で
、
統
廃
合
等
が
進

ま
な
い
状
況
で
あ
る
。

	

　
利
用
者
が
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
今
後

も
増
え
続
け
る
維
持
管
理
費
や
公
平
公
正
の
立
場

か
ら
も
、
厳
し
い
判
断
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
苦
渋
の
判
断
と
な
る
こ
と
か
ら
も
、

市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思

う
が
、
ど
う
し
て
い
く
か
。

	

　
今
後
も
、
地
区
と
の
合
意
形
成
に
向
け
努
力
し

て
い
く
。
全
庁
挙
げ
て
施
設
総
量
の
適
正
化
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答問答問答

	

　
市
の
職
員
は
、
子
育
て
、
教
育
、
地
域
活
性
化
、

健
康
づ
く
り
、
防
災
、
そ
し
て
行
政
経
営
等
、
多

岐
に
わ
た
り
、
６
万
３
０
０
０
人
市
民
の
生
命
・

生
活
維
持
に
密
接
に
関
わ
り
、
政
策
実
行
、
そ
の

実
現
に
は
職
員
が
、
一
人
一
人
の
思
い
を
持
っ
て

取
組
み
、
初
め
て
事
業
が
形
に
な
り
、
市
政
の
発

展
へ
と
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。
急
激
に
変

化
す
る
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
今
ま
で
の
や
り

方
が
最
適
と
は
限
ら
ず
、柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、

「
今
日
よ
り
も
明
日
」、「
明
日
よ
り
も
未
来
」
に

良
く
な
っ
て
行
き
、
市
民
が
幸
福
を
感
じ
る
事
が

仕
事
だ
と
推
測
す
る
。
そ
ん
な
職
員
の
方
向
性
と

な
る
の
が
、
佐
伯
市
人
財
育
成
基
本
方
針
で
、
人

事
管
理
や
研
修
な
ど
、
職
員
と
し
て
必
要
な
知
識

や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
が
取
り
組

み
状
況
を
問
う
。
ま
た
少
子
高
齢
化
の
進
展
・
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
・
大
規
模
災
害
・
感
染
症
な

ど
、
新
た
な
リ
ス
ク
の
顕
在
化
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
進
展
等
で
、
複
雑
・
多
様
化
課
題
に
対
応
の
た

め
、「
国
の
人
財
育
成
・
確
保
基
本
指
針
」
が
改

正
さ
れ
た
。
市
の
認
識
を
問
う
。

	

　
職
位
や
年
齢
に
応
じ
た
必
須
研
修
や
職
員
が
参

加
す
る
選
択
研
修
を
実
施
し
、
新
採
用
研
修
・
人

権
・
同
和
問
題
・
公
務
員
倫
理
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
国
の
「
人
財
育
成
・
確
保
基
本
指

針
」の
内
容
は
市
の
取
り
組
み
に
も
参
考
に
な
る
。

特
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
は

市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
い
か
し
た
い
。

問問答

	

　
令
和
４
年
11
月
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実

施
し
た
が
応
募
者
な
し
で
不
調
と
な
っ
た
要
因
は
。

	

　
市
営
第
２
駐
車
場
跡
地
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業

者
の
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
企
画・提
案
を
受
け
入
れ
、

中
心
市
街
地
の
新
た
な
活
力
と
賑
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
た
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
周
知
を
図
っ
た

が
募
集
期
間
が
約
２
か
月
と
短
か
っ
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

	

　
再
募
集
等
の
動
き
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

	

　
令
和
５
年
６
月
か
ら
12
月
ま
で
、
市
営
第
２
駐

車
場
跡
地
の
中
央
に
横
断
し
て
い
る
暗
渠
の
改
修

工
事
が
施
工
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
公
募
を
先
送
り

に
し
て
い
た
。
現
在
は
、
不
調
の
要
因
と
考
え
た

募
集
期
間
の
ほ
か
、
応
募
要
件
等
見
直
し
、
４
月

１
日
か
ら
の
公
募
に
向
け
準
備
し
て
い
る
。

	

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
推
進
の
今
後
の
考
え
方
は
。

	

　
当
該
用
地
に
つ
い
て
は
、
遊
休
地
を
活
用
し
た

民
間
事
業
者
の
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
中
心
市
街
地

の
新
た
な
活
力
と
賑
わ
い
の
創
出
を
め
ざ
し
て
い

る
。
基
本
的
な
考
え
方
は
「
周
辺
環
境
に
配
慮
し

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
に
資
す
る
こ
と
」
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
限
定
せ
ず

利
用
形
態
を
幅
広
く
認
め
、
民
間
事
業
者
の
自
由

な
ア
イ
デ
ア
の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
。

問問答問問答問問答

新
生
会
　
上
田
　
徹

佐
伯
を
元
気
に
す
る
会
　
井
上  

清
三

至
誠
会
　
髙
橋
　
圭
一

た
く
さ
ん
あ
る

公
共
施
設
を
ど
う

整
理
す
る
の
か
？

佐
伯
市
職
員
の

人
財
育
成
は
？

市
営
第
２
駐
車
場

跡
地
は
ど
う
な
る
？
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グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
駅
前
・
港
エ
リ
ア
の

テ
ー
マ
を
「
海
を
感
じ
、
遊
び
た
く
な
る
港
町
」

と
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
施
設
と
な
る
予
定
で

あ
っ
た
葛
港
市
場
は
新
築
案
か
ら
改
築
案
へ
と
移

行
し
、
そ
の
計
画
も
入
札
不
調
に
よ
り
と
ん
挫
し

た
。

　
　
　
現
在
、
公
設
市
場
を
鶴
見
市
場
へ
一
本
化
し
、

葛
港
市
場
は
移
転
し
た
上
で
民
間
市
場
を
め
ざ
そ

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
初
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
港

エ
リ
ア
の
今
後
の
振
興
に
つ
い
て
問
う
。

	

　
港
エ
リ
ア
は
現
在
策
定
中
の
「
佐
伯
駅
前
・
港

エ
リ
ア
賑
わ
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
お
い
て
、

現
葛
港
市
場
の
ふ
頭
を
中
心
に
、国
が
進
め
る「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
構
想
」
の
拠
点
施
設
と
し
て
待
合

所
や
発
券
場
、
店
舗
、
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
等
の
機

能
を
有
す
る
離
島
航
路
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
を
検

討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
施
設
周
辺
に
は
駐
車
場
や

広
場
を
複
合
的
に
整
備
す
る
た
め
、
大
分
県
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

今
後
は
葛
港
市
場
解
体
後
に
速
や
か
に
拠
点

施
設
の
整
備
工
事
に
着
手
で
き
る
よ
う
必
要
な
調

査
検
討
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和

６
年
度
は
国
の
制
度
を
活
用
し
て
公
民
連
携
事
業

に
係
る
可
能
性
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

葛
港
市
場
に
つ
い
て
は
エ
リ
ア
内
で
の
移
転

で
あ
り
、
複
合
施
設
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
を
図

る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
の

齟
齬
が
生
じ
て
い
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

問答

	

　
海
水
温
の
上
昇
が
海
洋
生
態
系
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
高
水
温
耐
性
能
力
の
高
い
品
種

の
作
出
や
、
高
水
温
で
も
消
化
し
や
す
い
餌
の
開

発
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

	

　
海
水
温
の
上
昇
が
養
殖
魚
の
成
長
悪
化
や
魚
病

の
発
生
に
関
係
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
沈
下
式
生
け
す

を
ブ
リ
養
殖
で
試
験
を
行
い
、
海
水
温
上
昇
や
赤

潮
対
策
に
寄
与
す
る
と
評
価
を
得
て
い
る
。
高
温

耐
性
種
苗
に
つ
い
て
は
、
夏
場
の
病
気
に
な
り
に

く
い
形
質
を
持
っ
た
ヒ
ラ
メ
種
苗
を
作
出
す
る
も

の
で
、
現
在
、
県
を
中
心
に
研
究
、
調
査
、
実
験

段
階
で
あ
り
、
研
究
成
果
に
応
じ
、
支
援
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

	

　
燃
油
や
餌
代
の
高
騰
等
に
よ
り
、
水
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
全
国
的
に
も
厳
し
い
。
佐
伯
市
の

水
産
業
が
豊
か
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
市
と
し
て

総
合
的
な
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
伺
う
。

	

　
水
産
業
が
豊
か
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
漁
場
環

境
を
守
り
、
所
得
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
経
営
改
善
に
資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
導

入
の
検
討
、
養
殖
魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
県

漁
協
の
新
た
な
加
工
施
設
を
支
援
し
、
養
殖
業
の

振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答問答

	

　
温
暖
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
。
温
室
効
果

を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
、
こ
れ
を
吸
収
す
る
森

林
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
木
材
利
用
は
そ
の
販
売
収
益
が
次
の
造
林
に

寄
与
し
、
森
林
資
源
の
循
環
に
つ
な
が
る
。
本
市

に
お
い
て
も
、
公
共
建
築
物
は
木
造
化
を
図
る
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
設
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
収
納
庫
は
、
金
属
製
の
既
製
品
で
あ
っ
た
。
な

ぜ
か
。

	

　
安
価
で
、
短
時
間
で
設
置
可
能
で
あ
る
た
め
。

	

　
地
域
材
利
用
の
市
の
認
識
は
。

	

　
地
域
経
済
の
循
環
、
林
業・木
材
産
業
の
持
続
、

森
林
の
適
正
整
備
、森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
重
要
な
取
り
組

み
と
認
識
し
て
い
る
。

	

　
今
後
の
公
共
建
築

物
の
木
質
化
は
。

	

　

基
本
方
針
に
基

づ
き
、
積
極
的
に

取
り
組
む
。

問答問答問答

さ
い
き
会
　
冨
松
　
万
平

志
高
会
　
森
　
三
千
年

大
野
　
達
也

葛
港
の
振
興
は
？

豊
か
な
佐
伯
市

水
産
業
の
継
続

原
則
「
木
造
化
」
と

あ
る
が
な
ぜ

	

　
令
和
４
年
11
月
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実

施
し
た
が
応
募
者
な
し
で
不
調
と
な
っ
た
要
因
は
。

	

　
市
営
第
２
駐
車
場
跡
地
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業

者
の
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
企
画・提
案
を
受
け
入
れ
、

中
心
市
街
地
の
新
た
な
活
力
と
賑
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
た
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
周
知
を
図
っ
た

が
募
集
期
間
が
約
２
か
月
と
短
か
っ
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

	

　
再
募
集
等
の
動
き
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

	

　
令
和
５
年
６
月
か
ら
12
月
ま
で
、
市
営
第
２
駐

車
場
跡
地
の
中
央
に
横
断
し
て
い
る
暗
渠
の
改
修

工
事
が
施
工
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
公
募
を
先
送
り

に
し
て
い
た
。
現
在
は
、
不
調
の
要
因
と
考
え
た

募
集
期
間
の
ほ
か
、
応
募
要
件
等
見
直
し
、
４
月

１
日
か
ら
の
公
募
に
向
け
準
備
し
て
い
る
。

	

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
推
進
の
今
後
の
考
え
方
は
。

	

　
当
該
用
地
に
つ
い
て
は
、
遊
休
地
を
活
用
し
た

民
間
事
業
者
の
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
中
心
市
街
地

の
新
た
な
活
力
と
賑
わ
い
の
創
出
を
め
ざ
し
て
い

る
。
基
本
的
な
考
え
方
は
「
周
辺
環
境
に
配
慮
し

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
に
資
す
る
こ
と
」
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
限
定
せ
ず

利
用
形
態
を
幅
広
く
認
め
、
民
間
事
業
者
の
自
由

な
ア
イ
デ
ア
の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
。

問問答問問答問問答

▲レンタサイクル収納庫
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有
害
鳥
獣
被
害
を
受
け
る
地
域
で
は
狩
猟
従
事

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
が
不
足
し
て
お
り
、
捕
獲

や
駆
除
を
効
率
的
に
進
め
ら
れ
る
技
術
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
獣
害
発
生
地
域
で
の
人

材
不
足
を
解
決
す
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
用

い
、
檻
の
遠
隔
監
視
や
餌
管
理
の
遠
隔
化
、
自
動

化
を
可
能
と
す
る
罠
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
で
猟
師
の
巡
回
稼
働
回
数
の
削
減
に
つ
な

が
り
、
管
理
作
業
の
省
力
化
が
図
れ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

	

　
本
市
で
は
新
た
な
担
い
手
確
保
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
も
の
の
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
員
の
約

45
％
が
70
歳
以
上
と
高
齢
化
が
進
み
、
捕
獲
班
員

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

捕
獲
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
活
用
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
導

入
す
る
に
は
、
運
用
方
法
や
費
用
の
問
題
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
取
り
組

み
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
研
修
会
へ
の
参
加
や
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
猟
友
会
等
の

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
導
入
及
び
運
用
に

関
す
る
性
能
や
コ
ス
ト
、効
果
の
分
析
等
を
行
い
、

機
器
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

	

　
水
源
地
か
ら
最
遠
世
帯
ま
で
の
距
離
及
び
新
た

な
水
源
地
ま
た
は
臨
時
的
な
水
源
地
の
確
保
に
つ

い
て
問
う
。

	

　
水
源
地
か
ら
最
遠
の
世
帯
ま
で
の
距
離
は
、
上

岡
樫
野
の
取
水
口
か
ら
、
上
浦
浪
太
の
世
帯
ま
で

17
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の

浄
水
場
は
複
数
の
水
源
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
新

た
な
水
源
を
設
置
す
る
計
画
は
な
い
。

	

　
過
去
の
水
源
地
で
再
開
で
き
る
場
所
は
な
い

か
。

	
　
本
市
の
水
道
施
設
は
、
水
源
が
99
ヶ
所
、
浄
水

場
が
50
ヶ
所
、
配
水
地
が
69
ヶ
所
あ
る
。
休
止
し

て
い
る
予
備
水
源
は
、
水
質
検
査
等
で
す
ぐ
で
き

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

	

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、

井
戸
の
役
割
が
見
直
さ

れ
て
い
る
。
井
戸
の
新

設
等
に
つ
い
て
問
う
。

	

　

市
で
は
、
飲
料
水
の

備
蓄
は
し
て
い
る
が
、

生
活
用
水
は
確
保
し
て

い
な
い
の
で
、
井
戸
の

利
用
は
大
変
有
益
だ
と

思
っ
て
い
る
。

問答問答問答

	

　
多
文
化
共
生
社
会
に
つ
い
て
問
う
。

	

　

本
市
で
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
創
る
た
め
、

「
さ
い
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
の
実
現
」
に
向

け
、
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上
回
る
社
会
増
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
外
国
人
を
地
域
の
一

員
と
し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
な
ど
多
文
化
共

生
社
会
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

市
は
外
国
人
の
方
々
も
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
支
援
を
行
う
こ
と
で
在
留
外
国
人
と
地
域
住
民

の
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、
あ
ま
べ
商
工
会
の
「
外
国
人
技
能
実

習
事
業
」
に
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
地
域
で
の

外
国
人
受
け
入
れ
に
対
す
る
支
援
も
行
っ
て
い

る
。

　
　
　

一
方
で
、
受
け
入
れ
側
と
な
る
市
民
の
外
国

人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
の

１
つ
と
言
え
る
。

　
　
　

ま
た
、
外
国
人
向
け
の
相
談
体
制
や
生
活
に

必
要
な
日
本
語
を
習
得
で
き
る
環
境
、
災
害
時
や

緊
急
時
を
含
め
た
日
常
生
活
に
必
要
な
情
報
の
伝

達
方
法
な
ど
も
課
題
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

第
２
次
佐
伯
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で

は
国
際
化
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し

た
施
策
も
今
後
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

本
杉
　
貴
志

髙
司
　
政
文

西
條
　
隆
洋

Ａ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
獣
害
対
策

井
戸
を
掘
っ
て

大
規
模
災
害
に

備
え
よ
う
！

『
多
文
化
共
生
社
会

の
先
に
あ
る
佐
伯
の

未
来
の
明
暗
は
？
』

▲ 安井の井戸
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コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
、
売
上
が
回

復
し
て
い
る
飲
食
店
で
も
後
継
者
不
足
で
事
業
を

継
続
で
き
ず
、廃
業
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　
　
　
佐
伯
市
で
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃
業
し
て
し

ま
っ
た
名
店
も
あ
る
。
飲
食
店
業
界
は
、
材
料
費

や
人
件
費
の
高
騰
、人
材
確
保
の
難
し
さ
、顧
客
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
佐
伯
市
の
観
光
の
一
つ
と
も
言
え
る
飲
食
店

の
事
業
承
継
支
援
は
今
後
の
課
題
と
思
う
が
、
支

援
に
対
す
る
市
の
見
解
を
問
う
。

	

　
事
業
承
継
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
飲
食
店
に
限

ら
ず
、
製
造
業
や
小
売
業
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

業
種
に
広
が
っ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
問

題
解
決
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
本
市
で

は
令
和
６
年
度
か
ら
事
業
承
継
を
推
進
す
る
た
め

の
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
。
初
年
度
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
市
内
事
業
者
に
対
し
後
継
者

の
有
無
や
事
業
承
継
に
関
す
る
意
識
・
実
態
等
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
予
定
。

　
　
　

こ
の
調
査
に
よ
り
事
業
承
継
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
や
問
題
点
等
を
具
体
的
に
把
握
し
、
将
来
的
に

は
事
業
承
継
の
専
門
機
関
で
あ
る
「
大
分
県
事
業

承
継
引
継
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と
連
携
し
、
後

継
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
事
業
承
継
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
そ
の
他
に
も
市
内
事
業
者
等
を
対

象
と
し
た
事
業
承
継
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
商
工

団
体
、
金
融
機
関
、
専
門
機
関
と
連
携
し
て
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

	

　
第
２
期
佐
伯
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
で
は
、「
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
、

放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
（
子
ど
も
の

食
堂
・
学
習
支
援
）
の
充
実
を
図
り
ま
す
。」
と

あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組
む
か
を
伺
う
。

	

　
子
ど
も
食
堂
は
、
食
事
の
提
供
だ
け
で
は
な
く

学
習
支
援
や
生
活
の
習
慣
な
ど
も
図
ら
れ
、
地
域

に
お
け
る
憩
い
の
場
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
ま

た
、
多
世
代
の
交
流
は
、
子
ど
も
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
育
っ
て
い
く
過
程
で
、
非
常
に
大
切
な

機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
上
で
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
の
充
実
は
大
変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
子
ど
も
食
堂
の
さ
ら
な
る
開
設

や
運
営
の
充
実
を
図
る
た
め
、
関
係
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
支
援
の
強
化
を
行
う
。

問答

	

　
ス
マ
ホ
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
の
際
に
消
防
管

制
員
が
現
場
の
映
像
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、

管
制
員
が
通
報
者
に
協
力
を
依
頼
し
て
ス
マ
ホ
で

撮
影
し
た
映
像
を
送
っ
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
が
運

用
さ
れ
て
い
る
。
音
声
だ
け
で
の
通
報
で
は
情
報

が
分
か
り
に
く
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
通
報
者
に
映

像
を
送
っ
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
を
指
令
本
部
の
統

合
時
に
導
入
を
提
案
で
き
な
い
か
伺
う
。

	

　
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
１
１
９
番
通
報
の

み
で
は
伝
え
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
も
、
映
像

か
ら
現
場
の
状
況
が
把
握
で
き
る
こ
と
か
ら
、
地

理
不
案
内
者
か
ら
の
通
報
時
に
災
害
発
生
場
所
等

を
早
期
に
特
定
し
た
り
、
火
災
や
交
通
事
故
な
ど

の
災
害
状
況
を
通
報
者
の
ス
マ
ホ
を
活
用
し
て
、

現
場
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
「
見
え
る
化
」

す
る
映
像
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
通
報
者
の

ス
マ
ホ
に
映
像
を
送
信
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
が
必
要
な
緊
急
性
の
高
い

救
急
事
案
で
は
、
通
信
指
令
員
が
通
報
者
に
対
し

て
映
像
を
確
認
し
な
が
ら
応
急
手
当
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
た
め
、	

お
互
い
が
安
心

し
て
、
よ
り
効
果
的
な
救
命
処
置
を
行
う
こ
と
で

救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。	

　
　
　

令
和
６
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
「
お
お

い
た
指
令
セ
ン
タ
ー
」
で
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
を

導
入
予
定
で
あ
る
。

問答

戸
髙
　
秀
世

大
﨑
　
栄
治

後
藤
　
勇
人

飲
食
店
の

事
業
承
継
支
援

民
間
団
体
、
子
ど
も
食
堂

に
支
援
の
拡
充
を
！

確
実
な
救
急
活
動
を

目
指
し
て
！

▲子ども食堂
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人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
問
う
。

	

　
人
事
評
価
の
目
的
は
、
評
価
と
い
う
ツ
ー
ル
を

使
っ
て
、
職
員
一
人
一
人
が
市
民
や
組
織
か
ら
期

待
さ
れ
る
行
動
と
成
果
を
残
せ
る
職
員
に
成
長
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
人
事
評
価
制
度
は
試
行
期
間

を
含
め
て
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
組

織
目
標
を
設
定
し
上
司
と
部
下
が
し
っ
か
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
目
標
達
成
を

め
ざ
し
て
組
織
的
に
取
り
組
む
仕
組
み
と
し
て
い

る
。
こ
の
仕
組
み
を
通
じ
て
、
職
員
の
資
質
向
上

と
組
織
全
体
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

	

　
早
期
退
職
者
の
退
職
理
由
を
問
う
。

	

　
届
け
出
上
は
自
己
都
合
だ
が
、
内
容
は
様
々
で

聞
き
取
り
等
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
は
、

結
婚
や
再
就
職
等
に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化
や
、

将
来
の
人
生
設
計
に
基
づ
く
も
の
が
主
な
理
由
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

	

　
職
員
の
仕
事
に
対
す
る
満
足
度
に
つ
い
て
調
査

す
る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

	

　
人
材
育
成
に
係
る
意
向
調
査
や
職
員
調
書
を
活

用
し
、
そ
の
記
入
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
意
見

集
約
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答問答

	

　
佐
伯
市
公
設
水
産
地
方
卸
売
市
場（
鶴
見
市
場
）

は
、
開
設
以
来
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る
老
朽
化

が
進
み
、そ
の
対
策
と
し
て
、令
和
２
年
度
よ
り
、

整
備
の
検
討
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
基
本
構

想
時
に
36
億
５
０
０
０
万
円
の
事
業
費
が
示
さ
れ

た
が
、
事
業
費
の
圧
縮
は
。

	

　
令
和
４
年
度
に
策
定
し
た
基
本
構
想
の
概
算
事

業
費
は
36
億
５
０
０
０
万
円
だ
っ
た
が
、
令
和
５

年
度
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
実
現
可

能
な
事
業
費
な
ど
を
協
議
し
整
備
規
模
の
見
直
し

を
図
り
、
事
業
費
が
27
億
９
０
０
０
万
円
に
圧
縮

し
た
。　
　

　
　
　

ま
た
そ
の
後
、
整
備
面
積
を
精
査
し
た
結
果
、

事
業
費
が
５
億
３
０
０
０
万
円
減
額
さ
れ
、

22
億
６
０
０
０
万
円
と
な
る
。

	

　

新
市
場
開
設
後
の
使
用
料
が
、
現
行
か
ら

３
６
８
万
７
０
０
０
円
増
に
な
り
、
利
用
者
の
負

担
が
増
え
る
大
き
な
懸
念
材
料
に
な
っ
て
い
る
。

解
決
策
は
あ
る
の
か
。

　	

　
使
用
料
は
、
事
業
費
が

圧
縮
さ
れ
、
現
行
よ
り
、

１
２
１
万
３
０
０
０
円
増

に
変
更
と
な
る
。
し
か
し

ま
だ
、
実
質
的
な
負
担
を

抑
制
す
る
こ
と
は
、
検
討

の
余
地
が
あ
る
。

問答問答

	

　
学
校
給
食
だ
け
で
な
く
、
妊
産
婦
の
方
へ
の
有

機
米
提
供
は
で
き
な
い
か
。

	

　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
時
に

妊
産
婦
の
食
生
活
の
現
状
把
握
を
し
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
、
保
護
者
や
乳
幼
児
に
は
、
離
乳
食
や
幼

児
食
の
指
導
・
周
知
を
乳
幼
児
健
診
時
に
行
う
と

と
も
に
、
健
康
づ
く
り
研
修
会
や
学
習
会
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
現
時
点
で
は
妊
産
婦
を
対
象

と
し
た
有
機
米
の
提
供
事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

	

　
キ
エ
ー
ロ
を
活
用
し
、
給
食
残
さ
い
に
よ
る
堆

肥
づ
く
り
を
学
校
で
行
う
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
学
習
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

	

　
現
在
、
給
食
の
食
べ
残
し
を
減
ら
す
指
導
に
加

え
、
微
生
物
の
力
で
完
全
に
発
酵
さ
せ
た
土
で
野

菜
を
育
て
る
菌
ち
ゃ
ん
野
菜
づ
く
り
や
フ
ー
ド
ロ

ス
に
関
す
る
授
業
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
令

和
６
年
度
か
ら
、
各
教
科
等
で
学
習
す
る
内
容
と

本
市
の
自
然
や
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の
結

び
つ
き
を
示
す
た
め
、
さ
い
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
憲

章
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
１
年
間
の
教
育
課
程
に
位
置
づ

け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
の
作
成
・
実
施
を
行
い
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
意
識
さ
せ
る
教
育
に
取
り
組
み

始
め
た
。
キ
エ
ー
ロ
の
配
布・活
用
に
つ
い
て
は
、

給
食
残
さ
い
の
状
況
や
設
置
場
所
な
ど
の
条
件
を

校
長
と
協
議
し
設
置
可
能
な
学
校
か
ら
取
り
組
ん

で
み
た
い
と
考
え
る
。

問答問答

御
手
洗
　
秀
光

塩
月
　
健
治

梶
川
　
善
寛

佐
伯
市
職
員
の

早
期
退
職
理
由
は
何
？

ど
う
な
る
!!

　
　
鶴
見
市
場

さ
い
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
の
新
た
な
取
り

組
み

▲鶴見市場
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有
機
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
土
づ
く
り
の
中

で
、
堆
肥
の
安
定
供
給
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

し
て
お
り
、
市
で
発
生
す
る
有
機
資
源
（
海
藻
や

カ
キ
殻
、
魚
か
す
等
）
を
循
環
利
用
し
、
堆
肥
製

造
を
行
う
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く

の
か
問
う
。

	

　
本
市
で
は
、
有
機
農
業
の
推
進
に
よ
り
、
堆
肥

の
需
要
に
供
給
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
一
方
、
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
地

域
資
源
も
多
く
、
さ
い
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
堆
肥

の
供
給
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

現
状
で
は
、
直
川
の
堆
肥
施
設
で
年
間
約

１
２
０
ト
ン
の
堆
肥
を
製
造
し
て
い
る
が
、
製
造

量
を
更
に
増
や
す
た
め
に
、
国
の
専
門
機
関
と
連

携
し
て
製
造
工
程
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
あ

わ
せ
て
、
地
域
資
源
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
家
畜
ふ

ん
や
も
み
殻
、
へ
い
死
魚
や
カ
キ
殻
、
学
校
給
食

残
菜
な
ど
の
排
出
量
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
　

現
在
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
堆
肥
を
製
造
す

る
に
あ
た
り
、
新
た
な
施
設
の
必
要
性
、
民
間
事

業
者
と
の
連
携
、
運
営
形
態
、
流
通
、
販
売
方
法

等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
調
査
検
討
を
進
め
て
お

り
、
地
域
循
環
シ
ス
テ
ム
構
想
の
策
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答

	

　
市
の
職
員
は
、
防
災
危
機
管
理
課
や
社
会
福
祉

課
等
、
防
災
に
関
連
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
て

も
、
数
年
後
に
は
異
動
す
る
た
め
、
災
害
対
応
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
な
人
材
が
な
か
な
か
育
た
な
い
の

で
は
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
業
務
以
外
で
も
、

職
員
の
中
に
は
消
防
団
員
と
し
て
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
で
被
災
地
を
訪
れ
た
経
験
の
あ
る
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
含
め
防
災
業
務
に
携
わ
っ
た
職
員
や
団

体
で
、
災
害
対
応
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
は
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

	

　
緊
急
時
の
災
害
対
応
で
は
、
災
害
対
策
本
部
組

織
の
運
用
を
最
重
要
と
考
え
て
お
り
、
別
で
災
害

対
応
チ
ー
ム
を
組
織
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。　

　
　
　

し
か
し
、
被
災
地
を
訪
れ
た
体
験
や
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
な
ど
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
事
前
復
興
計
画
」
の
策

定
に
か
か
る
意
見
交
換
の
場
等
で
助
言
を
受
け
る

な
ど
、
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問答

	

　
葛
港
市
場
の
取
り
組
み
状
況
及
び
施
設
整
備
等

含
め
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

	

　
葛
港
市
場
は
、昨
年
５
月
か
ら
、魚
市
場
、県
漁
協
、

仲
買
人
組
合
と
協
議
を
重
ね
、
昨
年
12
月
22
日
、
県

漁
協
、
魚
市
場
、
市
の
３
者
で
協
議
し
今
後
の
方
針

を
確
認
し
た
。
葛
港
市
場
は
令
和
７
年
度
末
を
目

標
と
し
県
漁
協
佐
伯
支
店
前
荷
捌
所
に
移
転
す
る
。

３
者
が
連
携
し
移
転
に
係
る
課
題
を
整
理
、
解
決

し
て
い
く
。
移
転
に
伴
い
公
設
市
場
を
廃
止
す
る
。

今
後
は
令
和
７
年
度
末
の
移
転
を
目
標
に
課
題
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

	

　
鶴
見
市
場
の
取
り
組
み
状
況
及
び
施
設
整
備
等

含
め
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

	

　
鶴
見
市
場
は
、
令
和
４
年
10
月
に
市
場
運
営
及

び
漁
港
整
備
等
の
有
識
者
、
県
漁
協
、
漁
業
者
、

買
受
人
、
市
で
構
成
す
る
鶴
見
市
場
整
備
検
討
委

員
会
を
設
置
し
令
和
４
年
度
は
基
本
構
想
策
定
、

令
和
５
年
度
は
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
、
本
年

１
月
25
日
、
県
漁
協
幹
部
、
市
内
漁
協
８
支
店
の

運
営
委
員
長
、
支
店
長
が
参
加
し
た
県
南
地
区
漁

業
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
計
画
概
要
や
卸
売
事

業
者
の
使
用
料
負
担
等
説
明
を
行
い
、
翌
日
に
県

漁
協
理
事
会
を
開
催
し
、
計
画
案
に
卸
売
業
者
と

し
て
承
諾
を
得
た
。
２
月
14
日
に
、
第
４
回
検
討

委
員
会
を
開
催
し
、
事
業
規
模
、
事
業
内
容
、
費

用
負
担
等
も
含
め
た
基
本
計
画
案
が
承
認
さ
れ
、

令
和
11
年
度
中
に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

問答問答

坪
根
　
大
吉

本
田
　
房
代

廣
津
留
　
龍
二

堆
肥
の
確
保
は

大
丈
夫
か
？

災
害
対
応
チ
ー
ム
組
織

作
り
に
取
り
組
み
ま
せ

ん
か
？

葛
港
市
場
と

鶴
見
市
場
の
今
後
は
？
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令
和
６
年
１
月
16
日
か
ら
17
日
ま
で
の

２
日
間
、
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
研
修
テ
ー
マ

①「
議
会
の
広
聴
機
能
の
充
実
」

　「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
の
持
ち
方
」

②「
主
権
者
教
育
」

市
民
の
声
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
に
は

　
日
向
市
議
会
で
は
、
議
会
が
市
民
団
体
に

意
見
交
換
会
の
開
催
を
申
し
込
む
だ
け
で
な

く
、「
市
民
団
体
が
テ
ー
マ
設
定
を
し
、
議

会
に
開
催
を
申
し
込
め
る
仕
組
み
」を
導
入
。

　
小
林
市
議
会
で
は
、
地
区
別
、
分
野
別
、

高
校
生
・
専
門
学
校
生
、
区
長
会
の
「
４

種
類
の
意
見
交
換
会
」
の
場
を
設
置
。

　
ま
た
、霧
島
市
議
会
で
は
、「
各
常
任
委
員

会
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
、こ
れ
に
興
味
を
持

つ
個
人
の
参
加
者
の
公
募
」や「
広
報
広
聴

委
員
会
で
は
地
域
別
の
テ
ー
マ
設
定
を
し
、

各
地
域
で
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
」な
ど

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
対
話
の
場
と
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

小
グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
を
取
り
入
れ
、
市
民
の
声
に
傾
聴
す
る

点
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
の
担
い
手
に

ま
ち
づ
く
り
の
関
心
を

　
日
向
市
議
会
で
は
、
高
校
生
と
議
場
で

の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
そ
こ
で
の
声

を
今
後
の
政
策
提
言
に
つ
な
げ
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
霧
島
市
議
会
で
は
、
青
少
年
議
会
題
し

て
、
中
学
・
高
校
・
大
学
の
26
校
の
全
て

を
対
象
に
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
３
か

年
を
か
け
て
、
声
を
聴
く
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　今後
の
取
り
組
み

　
こ
れ
ら
を
参
考
に
佐
伯
市
議
会
と
し
て

も
、
多
く
の
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
た
議

会
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
日
向
市
・
小
林
市
・
霧
島
市
を
視
察
研
修

佐伯市議会として
令和６年能登半島
地震義援金を25万
円寄付しました。
被災地の一日も早
い復興を心よりお
祈り申し上げます。

　講師と議長との対話式での研修会を開催しました。議員
の質疑にお答えいただきました。

　一般モニター（2/6開催）と団体モニターとの意見交換会を開催し、「議会運営」や「団体からの
要望」等の意見をいただきました。
　御意見等は今後の議会活動にいかしていきます。

俳優・京都府文化観光大使　常盤　貴子　氏
「人口減少社会における新たなまちづくり」講 師

▲ 小林市議会にて

日　　時 会　　場 担当班
午前９時30分
  ～11時00分
午前10時00分
   ～11時30分
午前10時00分
   ～11時30分
午後１時30分
   ～３時00分
午後２時00分
   ～３時30分
午後２時00分
   ～３時30分
午前９時30分
   ～11時00分
午前10時00分
   ～11時30分
午前10時00分
   ～11時30分
午後１時30分
   ～３時00分
午後２時00分
   ～３時30分
午後２時00分
   ～３時30分
午前９時30分
  ～11時00分
午後２時00分
   ～３時30分
午前10時00分
   ～11時30分
午後１時30分
   ～３時00分

青山地域コミュニティセンター

八幡地区公民館

大入島地域コミュニティセンター

本匠地域コミュニティセンター

直川地域コミュニティセンター

宇目地域コミュニティセンター

鶴見地域コミュニティセンター

米水津地域コミュニティセンター

上浦地域コミュニティセンター

鶴岡地区公民館

渡町台地域コミュニティセンター

上堅田地区公民館

弥生地区公民館

鶴見地域コミュニティセンター
田の浦分館

畑野浦地区公民館

佐伯市役所（6階 大会議室）

４班

２班

３班

４班

２班

３班

４班

２班

３班

４班

２班

３班

１班

１班

１班

１班

どの会場でも参加できますので、ご都合に
あわせてご参加ください。

１班
２班
３班
４班

井上清三
福嶋勝彦
後藤勇人
冨松万平

森　三千年
梶川善寛
廣津留龍二
坪根大吉

染矢和陽
髙橋圭一
大﨑栄治
本杉貴志

戸髙秀世
河野　豊
髙司政文
大野達也

本田房代
浅利美知子
塩月健治
御手洗秀光

山野内眞人
西條隆洋
上田　徹

班　長班 班　員（議席順）

4日間
開催します

5
19
日

5
11
土
5
12
日

5
18
土

議員研修会・大分県南５市
市議会議長会研修会

議会モニターとの意見交換会

▲ 一般モニターとの意見交換会の様子 ▲ 団体モニターとの意見交換会の様子

11日

12日

18日

19日

	

　
佐
伯
の
活
性
化
に
は
、
旧
南
郡
地
域
、
今
の
振

興
局
地
域
を
、
何
と
し
て
も
元
気
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
ず
、
上
浦
は
、
花
と
マ
グ
ロ
も
頑
張
っ
て

ほ
し
い
が
、何
と
い
っ
て
も
豊
後
二
見
が
核
で
あ
る
。

豊
後
二
見
を
中
心
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

	

　

豊
後
二
見
は
、
遊
歩
道
も
で
き
た
。
今
後
も
、

発
展
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

	

　
米
水
津
地
域
は
、
レ
モ
ン
や
シ
ラ
ス
な
ど
も
あ

る
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
日
本
有
数
の
干
し
物
の

産
地
で
あ
る
。
干
し
物
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

	

　
米
水
津
に
は
、
養
殖
ブ
リ
や
ミ
カ
ン
な
ど
、
多

く
の
産
品
が
あ
る
。
干
し
物
一
本
と
は
い
か
な
い

が
、
干
し
物
は
、
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る
。
こ

れ
を
前
面
に
打
ち
出
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

	

　
鶴
見
地
域
は
、
鶴
見
市
場
に
揚
が
る
魚
種
の
多

さ
を
重
点
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
る
と
い
う

が
、水
産
課
等
と
連
携
は
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、

鶴
見
半
島
に
残
る
シ
シ
垣
を
本
格
的
・
総
合
的
に

整
備
し
、「
九
州
の
万
里
の
長
城
」等
と
銘
打
っ
て
、

貴
重
な
民
族
文
化
遺
産
と
し
て
、
ま
た
観
光
資
源

と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
な
い
か
。

　	

　
水
産
課
等
と
の
連
携
は
で
き
て
い
る
。
シ
シ
垣

は
貴
重
で
あ
り
、
市
の
指
定
文
化
財
を
め
ざ
す
な

ど
、
後
世
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
継
続
し
た
い
。

問答問答問答

山
野
内
　
眞
人

旧
南
郡
地
域
に
光
を

当
て
、
活
性
化
を
！
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令
和
６
年
１
月
16
日
か
ら
17
日
ま
で
の

２
日
間
、
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
研
修
テ
ー
マ

①「
議
会
の
広
聴
機
能
の
充
実
」

　「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
の
持
ち
方
」

②「
主
権
者
教
育
」

市
民
の
声
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
に
は

　
日
向
市
議
会
で
は
、
議
会
が
市
民
団
体
に

意
見
交
換
会
の
開
催
を
申
し
込
む
だ
け
で
な

く
、「
市
民
団
体
が
テ
ー
マ
設
定
を
し
、
議

会
に
開
催
を
申
し
込
め
る
仕
組
み
」を
導
入
。

　
小
林
市
議
会
で
は
、
地
区
別
、
分
野
別
、

高
校
生
・
専
門
学
校
生
、
区
長
会
の
「
４

種
類
の
意
見
交
換
会
」
の
場
を
設
置
。

　
ま
た
、霧
島
市
議
会
で
は
、「
各
常
任
委
員

会
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
、こ
れ
に
興
味
を
持

つ
個
人
の
参
加
者
の
公
募
」や「
広
報
広
聴

委
員
会
で
は
地
域
別
の
テ
ー
マ
設
定
を
し
、

各
地
域
で
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
」な
ど

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
対
話
の
場
と
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

小
グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
を
取
り
入
れ
、
市
民
の
声
に
傾
聴
す
る

点
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
の
担
い
手
に

ま
ち
づ
く
り
の
関
心
を

　
日
向
市
議
会
で
は
、
高
校
生
と
議
場
で

の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
そ
こ
で
の
声

を
今
後
の
政
策
提
言
に
つ
な
げ
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
霧
島
市
議
会
で
は
、
青
少
年
議
会
題
し

て
、
中
学
・
高
校
・
大
学
の
26
校
の
全
て

を
対
象
に
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
３
か

年
を
か
け
て
、
声
を
聴
く
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　今後
の
取
り
組
み

　
こ
れ
ら
を
参
考
に
佐
伯
市
議
会
と
し
て

も
、
多
く
の
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
た
議

会
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
日
向
市
・
小
林
市
・
霧
島
市
を
視
察
研
修

佐伯市議会として
令和６年能登半島
地震義援金を25万
円寄付しました。
被災地の一日も早
い復興を心よりお
祈り申し上げます。

　講師と議長との対話式での研修会を開催しました。議員
の質疑にお答えいただきました。

　一般モニター（2/6開催）と団体モニターとの意見交換会を開催し、「議会運営」や「団体からの
要望」等の意見をいただきました。
　御意見等は今後の議会活動にいかしていきます。

俳優・京都府文化観光大使　常盤　貴子　氏
「人口減少社会における新たなまちづくり」講 師

▲ 小林市議会にて

日　　時 会　　場 担当班
午前９時30分
  ～11時00分
午前10時00分
   ～11時30分
午前10時00分
   ～11時30分
午後１時30分
   ～３時00分
午後２時00分
   ～３時30分
午後２時00分
   ～３時30分
午前９時30分
   ～11時00分
午前10時00分
   ～11時30分
午前10時00分
   ～11時30分
午後１時30分
   ～３時00分
午後２時00分
   ～３時30分
午後２時00分
   ～３時30分
午前９時30分
  ～11時00分
午後２時00分
   ～３時30分
午前10時00分
   ～11時30分
午後１時30分
   ～３時00分

青山地域コミュニティセンター

八幡地区公民館

大入島地域コミュニティセンター

本匠地域コミュニティセンター

直川地域コミュニティセンター

宇目地域コミュニティセンター

鶴見地域コミュニティセンター

米水津地域コミュニティセンター

上浦地域コミュニティセンター

鶴岡地区公民館

渡町台地域コミュニティセンター

上堅田地区公民館

弥生地区公民館

鶴見地域コミュニティセンター
田の浦分館

畑野浦地区公民館

佐伯市役所（6階 大会議室）

４班

２班

３班

４班

２班

３班

４班

２班

３班

４班

２班

３班

１班

１班

１班

１班

どの会場でも参加できますので、ご都合に
あわせてご参加ください。

１班
２班
３班
４班

井上清三
福嶋勝彦
後藤勇人
冨松万平

森　三千年
梶川善寛
廣津留龍二
坪根大吉

染矢和陽
髙橋圭一
大﨑栄治
本杉貴志

戸髙秀世
河野　豊
髙司政文
大野達也

本田房代
浅利美知子
塩月健治
御手洗秀光

山野内眞人
西條隆洋
上田　徹

班　長班 班　員（議席順）

4日間
開催します

5
19
日

5
11
土
5
12
日

5
18
土

議員研修会・大分県南５市
市議会議長会研修会

議会モニターとの意見交換会

▲ 一般モニターとの意見交換会の様子 ▲ 団体モニターとの意見交換会の様子

11日

12日

18日

19日
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さ
い
き
市
議
会
だ
よ
り
 N
o.77　

令
和
６
年
５
月
1日

 編
集
  広
報
委
員
会

 印
刷
   岡
沢
印
刷

編

集

後

記

　
議
会
だ
よ
り
編
集
後
記

本会議等の
録画映像な
どは市議会
のＨＰで公開
しています。

　
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
あ
た
り
、
心
掛

け
て
い
る
事
。
そ
れ
は
い
か
に
し
て
、
１

人
で
も
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
か
で
す
。
先
進
地
視
察
や
研

修
会
に
参
加
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
広
報
委
員
が
一
体
と
な
っ
て
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
前
回
か
ら
の
取
り
組
み

と
し
て
、
市
議
会
だ
よ
り
の
題
字
を
市
内

の
高
校
生
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
表
紙
の
写
真
も
で
き
る
だ
け
、
市
民

の
方
に
モ
デ
ル
と
な
っ
て
も
ら
い
紹
介
で

き
た
ら
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
、
議
会
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を

中
心
に
内
容
も
伝
え
る
の
で
は
な
く
「
伝

わ
る
」
を
心
掛
け
編
集
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
と
し
て
議
会
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
の
で
今
後
は
、
市
民
の
皆
様

か
ら
、
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
感
想
等
を

聞
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
や
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　 

西
條
　
隆
洋

　２月８日（木）本匠中学校の皆さんによる第２回佐伯市未来議会を開催しま
した。甲斐唯人さん（中学２年生）が議長を務め、７名の未来議員（１年～３
年の中学生）による質問に対し、田中利明市長が答弁を行いました。４名の本
匠小学校の児童も参加し、一般質問を見学しました。ありがとうございました。

  6月定例会  は６月４日（火）～６月26日（水）まで開催予定です
  一般質問  は６月13日、14日、17日、18日の４日間の予定です

本匠中学校 第２回佐伯市未来議会を開催

　佐伯鶴城高等学校
書道部は２年生５
名、３年生５名の計
10名で活動中です。
　４月は新入生の勧
誘に向けパフォーマ
ンスの練習の真っ最
中です。
　パフォーマンスは

校内に限らず、写真にあるように地域のイベントでも、
依頼をうけ実施しています。
　どこかで見かけたら応援よろしくお願いします。

表紙の題字の作成者

３月定例会は２月20日から３月13日までの
23日間の会期で開催されました。

写真提供：菊姫行列実行委員会題字は佐伯鶴城高校書道部の玉野井朱里さんと柴田弥季さんの作品です。

おつかれさま
でした

佐伯鶴城高校書道部

佐伯藩弁財天様参り

菊姫行列
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